
川
浦
課
長

道
路
F
必
側
、

北
陸
に
同
カ
う
匡
追
8
大
阪
と
比
拓
す
之
と
包
北
戸
支

川
清

匡
遥

時
違
法

c
d泊
四
法
ビ
苦
言

何
日

F
と
花
V
J
d
z

巴
司
剥
出
削
術
，
“

建
設
業
経
常
損
失
企
業
数
が
悪
化
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圏央道遮音壁で採用

の
4
分
の
1
を
占
め
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
原
倒
剖
れ
工

事
を
抱
え
る
企
撲
は
1
・7

M
M
改
善
し
た
が
侃
・8
%
と

依
然
高
か
っ
た
。
調
査
は
平

成
お
年
3
周
目
日
を
基
準
日

と
し
、
全
国
工
万
2
0
0
9

祉
に
実
施
。
有
効
回
答
7
2

9
4
社
。
平
均
完
工
高
は
3

位
4
3
8
0万
円
(
幻
・5
%

減
)
で
、
平
均
従
業
員
数
は

u

・3
人

(
8
・9
m減
)
。

補
修
フ
ォ
ー
ラ
ム

コ
ン
ヲ
リ
メ
ン
テ
協

の
の
年
々
、進
化
し
て
い
る
。

我
々
は
、
進
化
に
対
応
し
た

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
術
の
向
上

も
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
述
べ
た
。

続
い
て、
第
二
部
で
は
「
コ

ン
ク
リ
ー
ト
梢
造
物
の
調
査

.
診
断

・
補
修
設
計
か
ら
補

修
工
事

・
追
跡
制
査
ま
で
」

に
つ
い
て
極
東
興
和
事
梨
本

部
事
業
推
進
部
の
江
良
和
徳

氏
が
秘
演
し
た
。

ま
た
、
第
三
部
の
刊川崎
で

I
H
I
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム

の
戸
田
勝
哉
氏
が
「
分
光
分

析
を
用
い
た
非
破
燦
コ
ン
ク

リ
ー
ト
絵
師
シ
ス
テ
ム
の
紹

介
」
に
つ
い
て
詳
し
い
解
説

を
行
っ
た
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
今
年
、

沖
組
や
広
品
、
大
阪
な
ど
で

も
開
催
さ
れ
た
。(

飯
島
和
幸
)

第

3
期
総
会

構
造
物
診
断
協
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真
)
o

-一

コ
ン
ク
リ
ー
ト
メ
ン
テ
ナ

従
来
品
の
よ
う
に
多
く
の
一一ン

ス
協
会
(
徳
納
武
使
会
民
)

部
材
を
必
要
と
し
な
い
だ
一は
9
月
日
目
、
墓
思
ビ
ッ
グ

め
、
耐
久
性
に
も
優
れ
て
い
一

サ
イ
ト
で

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト

る
。
引
張
強
度
は
規
絡
J
I
一例
造
物
の
補
修

・
補
強
に
闘

S
B
1
0
5
2
(銅
製
一す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催

ナ
ッ
ト
の
機
械
的
性
質
)
に
一し
た
(
写
円
一
)
。
情
出
壁
内
争
中

川
中
拠
し
、
項
目
と
し
て
5
5
一性
化
な
ど
で
劣
化
し
た
コ
ン

4
0
0
を
満
た
し
て
い
る
。
一ク
リ
1
ト
榊
造
物
の
補
修
方

ま
た
、

N
A
S規
絡
に
も
山
中
一法
に
つ
い
て
専
門
家
ら
に
よ

拠
し
て
お
り
、
施
工
に
お
い

一る
講
演
が
行
わ
れ
、
お
よ
そ

聞
一

ト
ラ
ス
ト
が
開
発
し
た
ロ

一挙
官
有
す
る
頭
部
と
ア
ン
カ
一
て
は
、
ネ
ジ
を
締
め
て
3
山
一
5
0
0
人
が
出
席
し
た
。

一ン
グ
ネ
ジ
ナ
ッ
ト
が
、
凶
央
一

l
ボ
ル
ト
の
引
っ
張
り
力
を
一が
突
出
し
て
い
れ
ば
良
い
。

一

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
ま
ず
、

新
一
喜

久

保
J
C
T
i寒
川
北
一
受
け
る
円
筒
部
を
一

Eし
一
阪
口
事
襲
名
道
、
北
豆

大
美
学
院
工
学
研
究

一

一

t
f
一

平

一刺
の
宮
川
町
品
話
教
授
が
「
丈

一I
C
間
の
遮
音
壁
工
事
に
大
一
た
桃
山
直
。
こ
れ
を
ア
ン
カ
ー
一
関
東
道
な
ど
の
遮
音
陸
一
段
位
一

梁
一
議

採

用

さ

れ

た

。

一

ボ
ル
ト
の
突

t
d不
足
宝
一

エ
ー
よ
ど
で
日
ド
5
0
8
6
一夫
で
美
し
く
長
持
ち
す
需

一

一

川

、

、
レ
一

司
j

ィ

一民
社
会
を
1
シ
ナ
リ
オ
デ
ザ

一
ロ
ン
グ
ネ
ジ
ナ
ッ
ト
は
、
一
じ
た
館
所
に
か
ぶ
せ
ト
j

一
オ
の
留
息
詰
が
あ
る
。

一イ
ノ
の
す
す
め
1
」
に
つ
い

橋
一
器
部
で
急
き
ょ
、
ベ
1
ス
一
ク
レ
ン
チ
で
締
め
付
け
る
だ
一
今
回
工
事
の
元
詰
で
あ
る
一て
襲
。

宮
川
教
授
は
、
土

一プ
レ
ー
ト
の
サ
イ
ズ
ア
ッ
プ
一け
で
所
定
の
性
能
を
発
仰
で
一宮
土
テ
ッ
ク
は
同
工
事
で
は

一木
川
造
物
が
岡
地
た
す
機
能
と

一な
ど
が
発
生
し
た
隙
に
効
果
一
き
る
た
め
、
非
常
に
施
工
性
一

M
m
1
M
m
の
サ
イ
ズ
、
ー
一技
術
の
進
化
に
つ
い
て
触
れ

一的
に
活
用
さ
れ
る
ナ
ッ
ト
一
が
良
く
、
狭
路
部
な
ど
の
現
一

0
0
0本
を
採
用
し
た
。

一
「
そ
の
時
代
、
そ
の
時
代
で

一で
、
通
常
の
六
角
ナ
ッ
ト
側
一煽
に
も
対
応
可
能
だ
(
写
一

(

升

手

迫
端
樹
)
一技
術
の
パ
ラ
っ
き
は
あ
る
も

一寸

i
F
!
?
1け

J
N
d引
斗
勺
、耐
計
計
計
計
計
バ
斗

)
一引

き

た

た

と

長

あ

く

評

M
し
る
と
烈
ツ
全
も

o
の

け

司

m

E
一
日

好

い
え
」

部
が
強
と
E
J
せ
夫
熱
ケ
は
イ
ぶ
る

o
H
消
山

崎
エ

'hwぽ
峰
山
続
腿
一
間
一
日誌
酌
一
同
町
一
山
一
ザ
ア
九
一
訪
日
立
一
一
一
叩
一
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• レンタルアンカー引張試験機1
鉄筋探査機 j 

内向

フック筋対応


